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未来に向けて
～再生可能エネルギー～

未来に向けて
～再生可能エネルギー～
　地球温暖化は、記録的な猛暑や大雨による被害など、深刻な影響を私たちの生活に及ぼします。町では、
「舟形町ゼロカーボンシティ宣言」を表明して脱炭素の取組みを進めており、その一環として今年10月か
ら舟形小学校で『若あゆ太陽光発電所』がオープンしています。今回はゼロカーボンを目指す理由や町の取
組みを紹介します。

　
料
理
、
入
浴
、
通
勤
・
通
学
な
ど
、

私
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
、
石
炭
や

天
然
ガ
ス
を
利
用
し
た
火
力
発
電
な
ど

に
よ
る
電
気
を
利
用
し
た
り
、
ス
ト
ー

ブ
や
自
動
車
な
ど
で
燃
料
を
使
用
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ

め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ

ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加
す
る
こ
と
で

地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、
猛
暑
や
大
雨
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
で
日
々
の
暮
ら
し
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
豊

か
な
暮
ら
し
と
自
然
環
境
を
守
る
た
め

に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
取
組

み
が
不
可
欠
で
す
。

　
町
は
令
和
５
年
２
月
に
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
「
舟
形
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
ま
し
た
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
と
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
と
も
呼
ば
れ
、
大
気
中
に
排

出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
量
か
ら
、
森
林
な
ど
が
吸
収

す
る
量
を
差
し
引
い
て
、
全
体
と
し
て

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の

排
出
量
の
削
減
と
吸
収
量
の
増
加
を
実

現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
【
図
１
】

　
町
で
は
、
脱
炭
素
を
実
現
す
る
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
・

利
用
拡
大
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
太
陽
光
や
風

力
な
ど
自
然
に
広
く
存
在
し
て
お
り
、

発
電
す
る
過
程
で
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
こ
と
か
ら
、
環
境
負
荷
が
低
い

と
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　
町
で
は
４
月
に
、『
脱
炭
素
に
向
け

た
取
組
み
に
関
す
る
連
携
協
定
』
を
株

式
会
社
や
ま
が
た
新
電
力
（
代
表
取
締

役
　
清
野
伸
昭
さ
ん
）
と
結
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
10
月
に
は
、
県
が
実
施
す
る
第

三
者
所
有
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
自
家
消

費
型
太
陽
光
発
電
実
証
事
業
に
自
治
体

と
し
て
初
め
て
参
画
。
若
あ
ゆ
太
陽
光

発
電
所
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

こ
の
実
証
事
業
で
は
、
雪
国
で
も
太
陽

光
発
電
が
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
地
産
地
消
の
電
力
の
利
用
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
休
止
中
だ
っ
た

既
存
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
改
修
も
行

い
、
さ
ら
な
る
脱
炭
素
と
電
力
使
用
料

の
削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
舟
形
町
の
豊
か
な
自
然
や
特
色
あ
る

産
業
・
文
化
を
未
来
へ
引
き
継
ぎ
、
将

来
の
世
代
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
、
町
で

は
こ
れ
か
ら
も
脱
炭
素
に
取
組
み
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
係

　
☎（
32
）０
１
０
４

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て

二
酸
化
炭
素
排
出
を
減
ら
し
て
環
境
を
守
る

舟形小学校
『若あゆ太陽光発電所』

　新電力会社が県の補助事業を活用し、自家消
費型太陽光発電（PPAモデル）実証事業として、
舟形小学校の屋上に発電所を設置しました。
▼太陽光出力／21kW
▼蓄　電　池／５kWh
▼運 転 開 始／令和７年10月１日
▼事　業　費／約830万円
▼県 補 助 額／約210万円
▼事 業 主 体／株式会社やまがた新電力
▼設計・施工／山形パナソニック株式会社

年間発電量は18,300kWh

約４軒分の消費量
一般的な住宅に換算すると、

二酸化炭素の年間削減量は約８t

約578本分の吸収量
杉の木に換算すると、

　町では、県が実施する
「カーボンニュートラル
やまがた県民運動」とも
連携していきます。

【図１】出典：｢脱炭素ポータル カーボンニュートラルとは」（環境省）
　　（https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/）


